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 DNAのメチル化は遺伝子発現制御において極めて重要な分子機構であり、プロモーター
領域のメチル化は遺伝子発現を抑制します。また、レトロトランスポゾンは、潜在的に挿
入突然変異をひきおこす性質を有しているため、通常、その発現はDNAのメチル化により
強く抑制されています。 
 ほ乳類の生殖細胞の発生・分化では、一旦、ゲノム全体にDNAの脱メチル化が生じた後、
再度、DNAがメチル化－de novoメチル化－されます。そして、このプロセスはレトロト
ランスポゾン遺伝子も例外ではありません。我々は、このレトロトランスポゾン遺伝子の
de novo DNAメチル過程において、PIWIファミリーのタンパクやpiRNA 
（piwi interacting RNA）という小分子RNAが必須であることを明らかにしてきました。 
 今回のセミナーでは、マウス雄性生殖細胞の発生・分化において、piRNAがどのように
作られるのか、どのように機能するのか、また、その人為的操作は可能なのか、などにつ
いて、自分たちの研究データを中心に紹介していきます。 
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「小分子RNAによる 
  レトロトランスポゾンの発現抑制機構」 

本セミナーは医学履修課程特別セミナー等を兼ねています。 
大学院博士課程コース受講生は履修簿を持参し、受講後にサインを受けて下さい。 
学部生の皆さんの聴講も大歓迎です。 世話人 五十嵐 和彦（生物化学分野） 
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